
光支内第１６９号 

令和２年３月１１日 

保護者の皆様 

大阪府立光陽支援学校 

校 長  藤野 洋子 

 
令和元年度 学校教育自己診断の結果について（報告） 

                                  

このたびは学校教育自己診断の実施にあたり、保護者、児童生徒の皆様には多大なご協力

をいただき、ありがとうございました。 

今回のアンケート結果を以下のようにまとめました。今後の学校教育に活かせるよう、ご

報告させていただきます。なお、全項目の集計については学校ホームページに掲載します。 

 

１． 回答率（配付実施日：12/11～12/18） 

 教職員 保護者 児童・生徒 

小学部 １００％ ７２％ ２人 

中学部 １００％ ７４％ ５人 

高等部 １００％ ７２％ ５人 

病弱部 １００％ ６７％ １９人 

計 １００％ ７１％ ３１人 

 

２．児童生徒の結果 

・自力で筆記したり、教員が聞き取り筆記したりするなど、回答方法は様々でした。 

・９項目の質問に対して児童生徒３１名からの提出があり、全般的に概ね良好な評価を得ま

した。 

 

３．保護者の結果 

・全体を通じて「よくあてはまる」「あてはまる」の合計が80％以上の項目が17/18項目

と、概ね良好な評価をいただくことができました。 

・特に、学校への意識に関する項目、情報提供に関する項目、交流の機会に関する項目は昨

年度に比べて良好な結果でした。今後も保護者の皆様との連絡を大切にし、児童生徒が学

校へ行くことを楽しみにできる学校にしていきたいと思います。 

（   ）内は昨年度の割合 

 

 
診   断   内   容 

よく 

あてはまる 
あてはまる 

あまり 

あてはまらない 

まったく 

あてはまらない 
わからない 未回答 

1 
子どもは、学校へ行くのを楽しみ
にしている。 

６７％ ２８％ 
３％ ０％ ３％ ０％ 

９５％（８６％） 

2 
子どもは、授業がわかりやすく楽
しいと思って受けている。 

４３％ ４９％ 
０％ ０％ ５％ ３％ 

９２％（８３％） 

7 
学校は、教育情報について、提
供の努力をしている。 （連絡帳・
クラス便り・懇談等）。 

６３％ ３４％ 
３％ ０％ ０％ ０％ 

９７％（９２％） 

15 

学校は、「学校間交流」等の取り

組みにより、子どもが他の学校

の子どもたちと交流する機会を

設けている。 

５４％ ４２％ 
１％ ０％ ３％ ０％ 

９６％（８３％） 



・学校の施設設備に関する項目については、肯定的な意見が昨年度に比べて少なくなってい

ますので、今後も保護者の皆様のご意見をお聞きし、環境改善に向けて努めていきたいと

思います。                      （   ）内は昨年度の割合 

 

４．教職員の結果 

・教育活動に関する項目について「よくあてはまる」「あてはまる」の合計が80％以上の項

目が11/19項目（70％以上は1７/19）と、概ね肯定的な評価でした。 

・昨年度からの課題である「言葉・行動」に関する項目については改善策の取り組みにより、

安全安心に関する項目については「大災害時の対応マニュアル」の作成や「光陽安心メー

ル」の活用により、肯定的な評価が増えたものの、今後も重要な学校課題として取り組ん

でいきたいと考えています。              （   ）内は昨年度の割合 

 

・今年度は、教育活動と学校運営に関する項目のうち、肯定的な回答が低い次の２つの項目

について重点を絞り、昨年度に引き続き課題改善に向けて教職員間で意見を出し合い、今

後に向けての具体的な改善案を検討しました。次年度に向けて分掌・学部等で反映できる

ところから進めていきたいと考えています。       （   ）内は昨年度の割合 

 

・教育活動と学校運営に関する項目のうち、肯定的な回答が低い次の項目については、昨年

度より一定の改善がみられましたが、今後も引き続き課題解決に向けて検討をしていく必

要があると考えています。               （   ）内は昨年度の割合 

 

アンケートにご協力本当にありがとうございました。保護者の皆様には、今後もご理解

とご協力の程よろしくお願いいたします。 

18 
学習環境面として、学校の施設・
設備は満足できる。 

３３％ ４０％ 
２１％ １％ ５％ ０％ 

７３％（８２％） 

 診  断  内  容 
よく 

あてはまる 
あてはまる 

あまり 

あてはまらない 

まったく 

あてはまらない 
わからない 未回答 

2 

児童生徒に使用する「言葉・行

動」と同僚間で使用する「言葉・行

動」の質を高め、人権を尊重した

教育活動を行っている。 

２１％ ６０％ 

１５％ ２％ ２％ ０％ 
８１％（７３％） 

8 
防犯・防災について備え、訓練や

準備を進めている。 

４４％ ４９％ 
３％ ０％ ３％ １％ 

９３％（８７％） 

16 

仕事が効率的に実施でき、引継

もスムーズに行えるように、定期

的な「整理整頓」（データの整理・

ファイリング等）を行っている。 

１９％ ４８％ 

２５％ ２％ ６％ ０％ 
６７％（６６％） 

24 

各学部・学年間や各分掌間の連

携・情報伝達がスムーズに行わ

れている。 

１６％ ４９％ 
２３％ ２％ ８％ ２％ 

６５％（６２％） 

17 

「仕事の時間を区切る」「仕事の

スリム化を行う」「仕事の仕方を

変える」ために工夫・改善に取り

組んでいる。 

２０％ ４５％ 

２４％ ６％ ５％ ０％ 

６５％（４６％） 

30 
学校は、施設設備の点検・管理

を日常的に行っている。 

２１％ ４８％ 
１９％ ３％ ７％ ２％ 

６９％（６４％） 


